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バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
Ｉ
Ｔ
産
業
は
、

過
去
二
〇
年
の
間
に
、
多
く
の
困
難
を

乗
り
越
え
、
高
成
長
を
達
成
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
同
国
の
主
要
産
業
の
仲
間

入
り
を
果
た
し
て
い
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
サ
ー
ビ
ス

協
会
（Bangladesh A

ssociation of 
Soft  w

are and Inform
ation Ser-

vices

：Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）の
推
計
に
よ
る
と
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
Ｉ
Ｔ
企
業
の
数
は

一
〇
〇
〇
を
優
に
超
え
て
い
る
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
Ｉ
Ｔ
産
業
は
、

イ
ン
ド
の
Ｉ
Ｔ
産
業
を
手
本
と
し
て
発

展
し
た
。
イ
ン
ド
の
Ｉ
Ｔ
産
業
が
発
展

し
た
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
っ
た
主
要
市
場
と
の

時
差
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
夜
が

イ
ン
ド
で
は
日
中
な
の
で
、
夜
の
間
に

仕
事
を
終
え
ら
れ
る
こ
と
が
、
イ
ン
ド

の
強
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
強
み
は
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
に
も
当
て
は
ま
る
。

●
Ｉ
Ｔ
産
業
発
展
の
契
機

政
府
の
Ｉ
Ｔ
産
業
振
興
へ
の
取
り
組

み
が
本
格
化
す
る
の
は
、
一
九
九
〇
年

代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
一
九
九
七
年
に
、
輸
出
志
向
型

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
の
可
能
性
を
検
討

す
る
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
後
に
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
Ｉ
Ｔ
産
業
の
発
展
を
方

向
付
け
る
こ
と
と
な
る
「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
報
告

書
」
を
ま
と
め
た
。
そ
の
な
か
で
最
も

重
要
な
提
案
は
、
全
て
の
Ｉ
Ｔ
機
器
と

周
辺
装
置
に
か
か
る
付
加
価
値
税
を
撤

廃
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
九
九

八
年
に
実
現
し
た
。
こ
の
結
果
、
パ
ソ

コ
ン
価
格
は
、
中
間
所
得
層
で
も
購
入

で
き
る
水
準
に
低
下
し
、
パ
ソ
コ
ン
販

売
会
社
は
急
増
し
た
。
ま
た
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
で
は
、
海
外
で
組
み
立
て
ら
れ

た
パ
ソ
コ
ン
を
輸
入
す
る
の
で
は
な
く
、

主
要
部
品
と
基
幹
的
周
辺
機
器
（
マ
ザ

ー
ボ
ー
ド
、
Ｒ
Ａ
Ｍ
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
な
ど
）
を
個
別
に
輸
入
し
、
そ
れ
を

安
価
な
労
働
力
を
利
用
し
て
国
内
で
組

み
立
て
て
販
売
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た

た
め
、
パ
ソ
コ
ン
価
格
は
さ
ら
に
下
が

っ
た
。

一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
未

整
備
と
い
う
問
題
は
手
付
か
ず
で
あ
っ

た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
よ
う
や

く
海
底
ケ
ー
ブ
ル
・
シ
ス
テ
ム
へ
の
接

続
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
一

〇
年
末
に
は
、
国
内
に
張
り
巡
ら
せ
た

光
回
線
網
の
総
延
長
距
離
は
一
万
五
〇

〇
〇
キ
ロ
に
達
し
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
丘
陵

と
南
部
の
い
く
つ
か
の
地
域
を
除
き
、

国
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
光
回
線
網
に
接
続

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
科
学
・
情
報
通
信
技
術
省
は

二
〇
〇
二
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

タ
ー
を
設
立
し
た
。
こ
れ
は
Ｉ
Ｔ
中
小

企
業
に
対
し
、
補
助
金
付
き
で
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
へ
の
安
価
な
接
続
が
保
証
さ

れ
て
い
る
共
同
の
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
を

貸
し
出
す
制
度
で
あ
る
。
そ
の
第
一
号

は
、
ダ
ッ
カ
の
カ
ウ
ラ
ン
・
バ
ザ
ー
ル

に
置
か
れ
、国
内
初
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
パ
ー
ク
（
Ｓ
Ｔ
Ｐ
）

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
同
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
タ
ー
は
現
在
、
四
六
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
・
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
に
ス
ペ
ー
ス

を
貸
与
し
て
お
り
、
一
七
〇
〇
人
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
雇
用
し
、
一
五
〇
万
ド
ル

の
輸
出
収
入
を
稼
ぎ
出
し
て
い
る
。

●
Ｉ
Ｔ
産
業
の
概
要

Ｉ
Ｔ
産
業
は
過
去
五
年
間
、
年
率
約

四
〇
％
の
高
率
で
成
長
し
た
。
図
１
は

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
Ｉ
Ｔ
産
業
の
輸
出

額
の
伸
び
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
主

な
サ
ー
ビ
ス
供
給
先
は
ア
メ
リ
カ
だ
が
、

Ｉ
Ｔ

　

―
デ
ジ
タ
ル
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
―

ア
ブ
ー
・
シ
ョ
ン
チ
ョ
イ

【
第
２
部　

後
発
性
利
益
の
享
受
】

特　　集

気がつけばバングラデシュ
―芽吹く新産業ー

図 1　IT 産業の輸出収入

（出所） 輸出振興局、Bangladesh Association of Software and Information Services (BASIS)、
バングラデシュ中央銀行の資料を元に筆者作成。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
へ
の
サ
ー
ビ
ス
輸
出

も
増
加
し
て
い
る
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
Ｉ
Ｔ
産
業
が
従

事
し
て
い
る
生
産
活
動
と
し
て
は
、
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
が
突
出
し
て
い

る
（
図
２
）。
一
方
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
で
の
、
問
い
合
わ
せ
回
答
サ
ー
ビ
ス

も
増
加
し
て
い
る
。バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
協
会
に
よ
れ
ば
、
同
業
界
の
雇
用
者

数
は
一
万
五
〇
〇
〇
人
以
上
で
、
二
〇

一
〇
年
の
売
上
高
は
二
〇
〇
万
ド
ル
を

超
え
た
。

●
Ｉ
Ｔ
企
業
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
商
工
会
議
所
（
Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
と
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
が
共
同
で
実
施
し
た
企

業
調
査
（
二
〇
社
）
に
よ
れ
ば
、
対
象

企
業
の
社
員
数
の
中
央
値
は
一
二
五
人

で
あ
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
産
業
の
企
業
家
の
多
く
は
若
く
、

海
外
留
学
や
海
外
研
修
の
経
験
を
有
す

る
。
ま
た
ほ
と
ん
ど
の
企
業
家
が
北
米
、

欧
州
、
豪
州
な
ど
で
の
海
外
勤
務
の
経

験
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
五
年

間
に
国
内
市
場
に
お
い
て
年
平
均
二
〇

〜
三
〇
％
と
い
う
高
い
成
長
率
を
達
成

し
た
と
回
答
し
た
企
業
が
多
い
。

●
デ
ジ
タ
ル
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

二
〇
〇
八
年
の
第
九
次
総
選
挙
で
成

立
し
た
、
ア
ワ
ミ
連
盟
を
与
党
と
す
る

現
政
権
は
、
選
挙
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
デ
ジ
タ
ル
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
」

を
掲
げ
、
Ｉ
Ｔ
重
視
の
姿
勢
を
打
ち
出

し
た
。「
デ
ジ
タ
ル
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
」
は
行
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
情
報
通
信
技
術
の
活
用
を
促
し
、
行

政
の
透
明
性
と
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
産
業
振

興
の
た
め
の
政
府
支
出
は
二
〇
〇
二
年

の
五
三
〇
〇
万
ド
ル
か
ら
、
二
〇
一
一

／
一
二
年
度
に
約
三
億
ド
ル
へ
と
驚
異

的
な
ペ
ー
ス
で
増
額
さ
れ
、
年
次
開
発

計
画
の
五
・
七
％
を
占
め
る
に
至
っ
て

い
る
。
予
算
の
か
な
り
の
部
分
が
、
中

央
と
地
方
の
あ
ら
ゆ
る
行
政
レ
ベ
ル
で

の
Ｉ
Ｔ
機
器
調
達
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

光
回
線
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
や
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
は
、
民
間
と
海
外
か
ら
の
資
金

調
達
を
通
じ
た
産
業
育
成
が
奨
励
さ
れ

た
。
携
帯
電
話
と
無
線
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
接
続
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、
す

で
に
３
Ｇ（
第
三
世
代
通
信
シ
ス
テ
ム
）

接
続
が
確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は

４
Ｇ
等
も
視
野
に
入
る
。

政
府
は
外
資
を
含
む
Ｉ
Ｔ
企
業
に
対

し
、
二
〇
一
五
年
ま
で
所
得
税
を
免
除

し
て
い
る
。
付
加
価
値
税
と
消
費
税
の

免
除
も
二
〇
一
五
年
ま
で
継
続
さ
れ
る
。

ま
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
中
央
銀
行
は
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ペ
イ
メ
ン
ト
・
ス
イ
ッ

チ
と
呼
ば
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
シ
ス

テ
ム
を
創
始
し
、
決
済
の
Ｉ
Ｔ
化
を
促

進
し
て
い
る
。
こ
れ
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
モ
バ
イ
ル
・
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
送
金
手

段
を
扱
う
銀
行
間
の
電
子
決
済
の
円
滑

化
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

●
技
術
者
育
成
支
援

近
年
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
Ｉ
Ｔ
人

材
養
成
の
体
制
が
大
き
く
進
化
し
た
。

二
〇
一
一
年
ま
で
、
国
公
立
大
学
二
五

校
、
私
立
大
学
四
六
校
が
Ｉ
Ｔ
関
連
コ

ー
ス
を
整
備
し
、
そ
の
卒
業
生
数
は
年

一
〇
％
の
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
る
。

ま
た
政
府
は
、
中
学
・
高
等
学
校
に

も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
Ｉ
Ｔ
の
学
習
と

技
能
訓
練
を
取
り
入
れ
た
。
中
学
校
で

は
一
九
九
六
年
以
降
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
学
習
が
選
択
科
目
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
教
育
課
程
で
は
、
一
般
の
学
校

一
万
八
七
七
〇
校
の
う
ち
の
約
九
〇
〇

〇
校
、イ
ス
ラ
ム
系
学
校
（
マ
ド
ラ
サ
）

九
七
三
六
校
の
う
ち
の
約
三
五
〇
〇
校

が
、
こ
う
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
学
習

を
実
施
し
て
い
る
。

●
課
題
と
展
望

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
Ｉ
Ｔ
産
業
は
、

⑴
資
金
制
約
、
⑵
弱
い
知
的
財
産
権
保

護
体
制
、
⑶
高
い
光
回
線
利
用
コ
ス
ト
、

⑷
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
不
足
と
高
い
離

職
率
、
⑸
弱
い
国
内
需
要
、
と
い
っ
た

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題

を
ど
の
よ
う
に
し
て
克
服
す
る
か
が
今

後
の
Ｉ
Ｔ
産
業
発
展
の
帰
趨
を
左
右
す

る
。「
デ
ジ
タ
ル
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
」

政
策
に
象
徴
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
産
業
育
成
政

策
を
用
い
て
課
題
に
対
処
す
る
こ
と
で
、

近
い
将
来
、
市
場
の
急
拡
大
と
国
内
企

業
の
潜
在
力
の
全
面
的
開
花
が
期
待
さ

れ
る
。

（A
bu Shonchoy

／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

ミ
ク
ロ
経
済
分
析
研
究
グ
ル
ー
プ

〔
山
形
辰
史
編
集
〕）

図 2　BASIS 会員企業の開発製品の傾向（%）

（出所） Bangladesh Association of Software and Information Services (BASIS) 提供の
情報より筆者作成。


